
1
月
例
会

日

時

令
和
二
年

一
月

十
四
日
（火
）

テ
ー
マ

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
経
営
学

講

師

立
教
大
学

経
営
学
部

教
授

秋
野

晶
二

氏

秋
野

晶
二

氏

■略 歴

1982年慶應義塾大学商学部卒業、1984年同大学院商学
研究科経営学会計学専攻修士課程修了、1988年慶應義塾
大学大学院商学研究科博士課程単位取得退学。
立教大学経済学部専任講師、助教授、准教授、同大学経営
学部准教授を経て現職。
研究テーマは、技術、生産と企業経営。

2020. 1. 14

グローバル化とイノベーションの経営学,税務経理協会
(2018/10/25).

立教大学経営学部HP http://cob.rikkyo.ac.jp/ 

【書籍内容紹介】

企業間関係の調整を通じた

グローバル化とイノベーション

による現代企業の成長パターン

の理論的歴史的位置付けと

その実態を解明



2
月
例
会

日

時

令
和
二
年

二
月

十
九
日
（水
）

テ
ー
マ

純
粋
機
械
化
経
済

講

師

駒
澤
大
学

経
済
学
部

准
教
授

井
上

智
洋

氏

井
上

智
洋

氏

■略 歴

駒澤大学経済学部准教授、早稲田大学非常勤講師、慶應義
塾大学ＳＦＣ研究所上席研究員、総務省AIネットワーク化検討
会議構成員。博士(経済学)。
慶應義塾大学環境情報学部卒業。2011年早稲田大学大学院
経済学研究科で博士号取得。早稲田大学政治経済学部助教、
駒澤大学経済学部講師を経て、2017年より同大学准教授。
専門はマクロ経済学。AI社会論研究会の共同発起人。

2020. 2. 19

純粋機械化経済頭脳資本主義と日本の没落, 

日本経済新聞出版社 (2019/5/24)

人工知能と経済の未来 2030年雇用大崩壊,

文藝春秋 (2016/7/21)



3
月
例
会

（ご
講
演
は
7
月
14
日
に
延
期
、
3
月
30
日
はe

-le
c
tu

re

）

日

時

令
和
二
年

三
月

三
十
日
（月
）

テ
ー
マ

S
u

s
ta
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a

b
le

 D
e

v
e

lo
p

m
e

n
t G

o
a

ls
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D
G

s
) 

の
達
成

に
向
け
た
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
新
た
な
視
点

講

師

国
際
連
合
工
業
開
発
機
関

東
京
投
資
・技
術
移
転
促
進
事
務
所

所
長

安
永

裕
幸

氏

安
永

裕
幸

氏

■略 歴

1986年東京大学工学部修士課程(資源開発工学)修了
後、通商産業省(当時)に入省。NEDO技術開発機構企
画調整部総括課長、経済産業省産業技術環境局研究
開発課長、経済産業省原子力安全・保安院ガス安全課
長、資源エネルギー庁資源・燃料部鉱物資源課長、経
済産業省大臣官房審議官、国立研究開発法人産業技
術総合研究所理事・企画本部長、同参事等を経て現職。
博士（工学）。

2020. 3. 30

国際連合自足可能な開発に関するグローバルレポート2019

https://www.unic.or.jp/files/GSDR2019.pdf
持続可能な開発目標（SDGS）



4
月
例
会
（ご
講
演
は
9
月
7
日
に
延
期
、
4
月
16
日
はe

-le
c
tu

re

）

日

時

令
和
2
年
4
月
16
日
（木
）

テ
ー
マ

野
生
化
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

講

師

早
稲
田
大
学

商
学
学
術
院

教
授

清
水

洋

氏

清
水

洋

氏

■略 歴

1997年中央大学商学部卒業、1999年一橋大学大学院商学研
究科修士課程修了、2002年ノースウエスタン大学歴史学研究
科修士課程修了。2007年、ロンドン大学ロンドン・スクール・オ
ブ・エコノミクス・アンド・ポリティカル・サイエンスよりPh.D.(経済
史)。アイントホーヘン工科大学ポストドクトラル・フェロー、一橋
大学大学院イノベーション研究センター教授を経て現職。

2020. 4. 16

ジェネラル・パーパス・テクノロジーのイノベーション
-半導体レーザーの技術進化の日米比較 ,有斐閣
(2016/3/31)

野生化するイノベーション: 日本経済「失われた
20年」を超える, 新潮社 (2019/8/21)

『ジェネラル・パーパス・テクノロジーのイノベーション:半導体レーザーの技術進化の
日米比較』で日経・経済図書文化賞と高宮賞受賞。



５
月
例
会
（ご
講
演
は
10
月
13
日
に
延
期
、
5
月
14
日
はe

-le
c
tu

re

）

日

時

令
和
２
年
５
月
14
日
（木
）

テ
ー
マ

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
革
新

日
本
に
好
機

講

師

慶
應
義
塾
大
学
教
授

慶
應
義
塾
常
任
理
事

國
領

二
郎

氏

國
領

二
郎

氏

■略 歴

1982年東京大学経済学部卒。日本電信電話公社入社。92年
ハーバード・ビジネス・スクール経営学博士。93年慶應義塾大
学大学院経営管理研究科助教授。 2000年同教授。2003年同
大学環境情報学部教授などを経て、2009年総合政策学部長。
2005年から2009年までSFC研究所長も歴任。2013年より慶應
義塾常任理事に就任。

2020. 5. 14

ソーシャルな資本主義,日本経済新聞出版社
(2013/3/16)

経済教室，5Gが開く未来（上）IoTの革新日本の好機,

日本経済新聞朝刊 (2019/12/3)

主な著書に「オープン・アーキテ クチャ戦略」（ダイヤモンド社、1999）、 「ソーシャルな
資本主義」（日本経済新聞社、2013年）。



６
月
例
会
（ご
講
演
は
11
月
10
日
に
延
期
、
6
月
9
日
はe

-le
c
tu

re

）

日

時

令
和
2
年
6
月
9
日
（火
）

テ
ー
マ

韓
国
を
蝕
む
儒
教
の
怨
念

～
日
韓
は
な
ぜ
和
解
し
え
な
い
の
か
～

講

師

拓
殖
大
学

国
際
学
部

教
授

呉

善
花

氏

呉

善
花

氏

■略 歴

韓国・済州島生まれ

１９８３年 来日し、大東文化大学（英語学専攻）の留学生
となる。その後 東京外国語大学大学院修士課程修了
（北米地域研究）

２００４年～現在 拓殖大学 国際学部 教授

2020. 6. 9

韓国を蝕む儒教の怨念: 反日は永久に終わらない,

小学館 (2019/8/1)

〈主要著書〉

• 『攘夷の韓国 開国の日本』
（文藝春秋、第５回山本七平賞受賞）

• 『スカートの風（正・続・新）』
（三交社・角川文庫）

• 『日本復興の鍵 受け身力』（海竜社）

• 『私はいかにして日本信徒となったか』
（ワック出版）

• 『韓国併合への道 完全版』(文春新書)

• 『なぜ世界の人々は日本の心に惹かれるのか』
（ＰＨＰ研究所）

• 『なぜ反日韓国に未来はないのか』（小学館）

• 『日本にしかない「商いの心」の謎を解く』
（PHP新書）

• 『韓国を蝕む儒教の怨念』（小学館新書） 2019/8発売

など多数



７
月
例
会

日

時

令
和
二
年

七
月

十
四
日
（火
）

テ
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に
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学
技
術
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ノ
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ー
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ン
の
新
た
な
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点

講

師

国
際
連
合
工
業
開
発
機
関

東
京
投
資
・技
術
移
転
促
進
事
務
所

所
長

安
永

裕
幸

氏

安
永

裕
幸

氏

■略 歴

1986年東京大学工学部修士課程(資源開発工学)修了
後、通商産業省(当時)に入省。NEDO技術開発機構企
画調整部総括課長、経済産業省産業技術環境局研究
開発課長、経済産業省原子力安全・保安院ガス安全課
長、資源エネルギー庁資源・燃料部鉱物資源課長、経
済産業省大臣官房審議官、国立研究開発法人産業技
術総合研究所理事・企画本部長、同参事等を経て現職。
博士（工学）。

2020. 7. 14

国際連合自足可能な開発に関するグローバルレポート2019

https://www.unic.or.jp/files/GSDR2019.pdf
持続可能な開発目標（SDGS）



８
月
例
会

日

時

令
和
二
年

八
月

二
十
六
日
（水
）

テ
ー
マ

『イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
』で
読
む
ア
パ
レ
ル
全
史

講

師

株
式
会
社K

a
o
ri N

a
k
a
n
o

代
表
取
締
役
、
昭
和
女
子
大
学
客
員
教
授

中
野

香
織

氏

中
野

香
織

氏

■略 歴

1994年、東京大学大学院総合文化研究科地域文化研究専攻博士
課程単位取得満期退学。英国ケンブリッジ大学客員研究員・東京大
学教養学部非常勤講師・明治大学国際日本学部特任教授を務めた。
日本経済新聞・読売新聞・北日本新聞・LEON・kotoba・婦人画報.jp

で連載中。著書に『ロイヤルスタイル英国王室ファッション史』(吉川
弘文館)、『紳士の名品50』(小学館)、 『ダンディズムの系譜男が憧
れた男たち』(新潮社)、『モードとエロスと資本』(集英社)など。

2020. 8. 26

「イノベーター」で読む アパレル全史, 日本実業出版社
(2020/1/18)



9
月
例
会

日

時

令
和
2
年
9
月
7
日
（月
）

テ
ー
マ

野
生
化
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

講

師

早
稲
田
大
学

商
学
学
術
院

教
授

清
水

洋

氏

清
水

洋

氏

■略 歴

1997年中央大学商学部卒業、1999年一橋大学大学院商学研
究科修士課程修了、2002年ノースウエスタン大学歴史学研究
科修士課程修了。2007年、ロンドン大学ロンドン・スクール・オ
ブ・エコノミクス・アンド・ポリティカル・サイエンスよりPh.D.(経済
史)。アイントホーヘン工科大学ポストドクトラル・フェロー、一橋
大学大学院イノベーション研究センター教授を経て現職。

2020. 9. 7

ジェネラル・パーパス・テクノロジーのイノベーション
-半導体レーザーの技術進化の日米比較 ,有斐閣
(2016/3/31)

野生化するイノベーション: 日本経済「失われた
20年」を超える, 新潮社 (2019/8/21)

『ジェネラル・パーパス・テクノロジーのイノベーション:半導体レーザーの技術進化の
日米比較』で日経・経済図書文化賞と高宮賞受賞。



10
月
例
会

日

時

令
和
２
年
10
月
13
日
（火
）

テ
ー
マ

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
革
新

日
本
に
好
機

講

師

慶
應
義
塾
大
学
教
授

慶
應
義
塾
常
任
理
事

國
領

二
郎

氏

國
領

二
郎

氏

■略 歴

1982年東京大学経済学部卒。日本電信電話公社入社。92年
ハーバード・ビジネス・スクール経営学博士。93年慶應義塾大
学大学院経営管理研究科助教授。 2000年同教授。2003年同
大学環境情報学部教授などを経て、2009年総合政策学部長。
2005年から2009年までSFC研究所長も歴任。2013年より慶應
義塾常任理事に就任。

2020. 10. 13

ソーシャルな資本主義,日本経済新聞出版社
(2013/3/16)

経済教室，5Gが開く未来（上）IoTの革新日本の好機,

日本経済新聞朝刊 (2019/12/3)

主な著書に「オープン・アーキテ クチャ戦略」（ダイヤモンド社、1999）、 「ソーシャルな
資本主義」（日本経済新聞社、2013年）。



11
月
例
会

日

時

令
和
2
年
11
月
10
日
（火
）

テ
ー
マ

世
界
的
潮
流
か
ら
見
た
昨
今
の
日
韓
関
係

-
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
世
界
秩
序
と
新
型
コ
ロ
ナ
の
多
角
的
影
響

講

師

青
山
学
院
大
学

地
球
社
会
共
生
学
部

教
授

熊
谷

奈
緒
子

氏

熊
谷

奈
緒
子

氏

■略 歴

国際関係論。国際基督教大学大学院修士課程修了。ニューヨーク

市立大学大学院で政治学博士号を取得。国際大学大学院国際関

係学研究科専任講師等を経て2020年4月より現職。特定非営利

活動法人日本国際平和構築協会 副理事。専門は、国際関係学、

国際機構論、国際紛争解決論, 人権、人道法、和解学、慰安婦問

題、戦後補償問題。2016年に中曽根康弘賞奨励賞受賞。

2020.11. 10

『慰安婦問題』 (ちくま新書、2014年） The Comfort Women, I-House Press, 2016. 『和解のために』(クレイン、2017年）

主な著書に『慰安婦問題』（英語版 The Comfort Women: Historical, Political, Legal, 

and Moral Perspectives (I-House Press),長銀国際ライブラリー叢書）、『対話のために』
（「朝鮮人『慰安婦』をめぐる支配権力構造」担当、クレイン、2017年）、『日米同盟と東南
アジア』（第3章「タイの人身取引対策に対する日米の支援」担当、千倉書房、2018年）など。



12
月
例
会

日

時

令
和
2
年
12
月
9
日
（水
）

テ
ー
マ

戦
国
大
名
の
経
済
学

-
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
・世
界
経
済
へ
の
衝
撃

講

師

千
葉
経
済
大
学

経
済
学
部

准
教
授

川
戸

貴
史

氏

川
戸

貴
史

氏

■略 歴

一橋大学大学院経済学研究科博士後期課程単位修得退学。
博士(経済学)。一橋大学特任講師等を経て現職。ケンブリッ
ジ大学アジア・中東学部客員研究員を歴任。専門は、貨幣
経済史。

著書に『戦国期の貨幣と経済』(吉川弘文館)、『中近世日本
の貨幣流通秩序』(勉誠出版)等。

2020.1２. 9

戦国大名の経済学 (講談社現代新書),講談社
(2020/6/17) 

日本経済新聞（2020年8月15日朝刊）




